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乗り物酔いとは

乗物酔いとは、加速度病とか動揺病ともいわれ、自動車、バス、船舶、列車、飛行機、ジェ

ットコースターなどの乗り物に乗った際に、あくびや冷汗、めまいや吐き気・嘔吐、顔面蒼

白などの症状が現われる状態をいいます。３歳くらいから起こりはじめ、小学校の高学年（４

‐６年生）をピークに、中学・高校になるにつれて減少していきます。

乗り物酔いの原因

人間の耳の奥には、音を感じ取る蝸牛神経とその横に前庭神経と言う体の傾きや動きを感じ

る三半規管があります。そこで感じ取った体の動き方と目が視覚を通して感じた運動の情報

とかうまくかみ合わないときに、乗り物酔いが発生します。

乗り物酔いの予防

－親切・便利・安心･･お役に立ちますノムラ薬局―


